



れる P. frutescens var. crispa と、種子を食用油の製造に用いるエゴマ（P. frutescens var. frutes-
cens）である。またさらに、前者には「シソ」（紫蘇）の名前が示すとおり、アントシアニン
の蓄積によって葉が赤～赤紫色を呈する「赤ジソ」類のほか、アントシアニン生合成酵素系に
欠損をもつため青色の葉を持つ「青ジソ」（P. frutescens var. acuta f. viridis）とがある１‐３）。こ
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図１ 木田ちそに含まれる抗炎症化合物の例
























抽出物より、1,2−di−O −α−linolenoyl−3−O −β−galactosyl−sn−glycerol（DLGG）（図１）を DMSO
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抽出試料を Sep−Pak PLUS C18（Waters）にて前処理した後、適宜メタノールにて希釈し、SU-










を除去した後、HPLC分析に供した。Shiseido Capcell Pak C18 ACRカラム（４．６×１５０mm，５μm）
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